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論文題目 
Higher breast cancer conspicuity on dbPET compared to WB-PET/CT 
(乳房専用 PET は全身用 PET/CT に比し乳癌の被視認性を向上させる) 
（論文内容の要旨） 
乳癌を検出する画像診断法のひとつとして、18F-FDG を用いた PET/CT 検査があるが、
小病変の検出には限界があった。検出器を対象に近接させることで、空間分解能とともに
感度が向上し、小病変の同定を可能とする乳房専用PET装置(dedicated breast PET; dbPET)


















量的にはdbPETは8.1 ± 7.1、全身用PET/CTは5.1 ± 4.5)。病変のSUVmaxはdbPETで
13.0 ± 9.7 全身用 PET/CT で 6.4 ± 4.8 であり、dbPET と全身用 PET/CT で算出された
SUVmax は高い相関を示した(相関係数 0.93)。各サブ解析での感度は dbPET と全身用
PET/CTでいずれも有意差は認めなかったが、T/B ratioはT1c、T2、T3、浸潤性乳癌、非
特殊型浸潤性乳癌、粘液癌、グレード1、2、3で統計学的有意に高かった(定量的にはdbPET
対 全身用PET/CTはT1c: 6.9 ± 6.6 対3.7 ± 2.6、T2: 10.4 ± 7.8 対6.6 ± 1.8、T3: 8.7 ± 5.4 
対5.9 ± 3.2、浸潤性乳癌: 8.1 ± 7.1 対5.1 ± 4.5、非特殊型浸潤性乳癌: 8.5 ± 7.2 対5.3 ± 4.7、
粘液癌: 3.4 ± 2.1 対1.9 ± 0.8、グレード1: 4.8 ± 4.2 対3.1 ± 2.0、グレード2: 7.2 ± 6.5 対




乳癌の検出能を改善すべく乳房専用PET(dedicated breast PET; dbPET)が開発され、69人の乳癌患
者での全身用PET/CTとの診断精度の比較が既に報告されているが、更に画像再構成パラメータの最
適化が図られ、dbPETの定量値の計測も可能となった。そこで本研究ではより多くの患者に対し、新
しいパラメータで再構成した dbPET 画像で乳癌の診断精度を全身用 PET/CT と比較し、両検査にお
ける定量値を検討した。 
 dbPETと全身用PET/CTを撮像された 150人 179乳癌病変を後方視的に解析した。dbPETと全身
用 PET/CT での乳癌病変の感度を患者・乳房・病変基準でそれぞれ比較した。各 PET で陽性描画さ







  したがって、本論文は博士（医学）の学位論文として価値あるものと認める。 
なお、本学位授与申請者は、平成 29年 5月 30日実施の論文内容とそれに関連した試問を受け、合
格と認められたものである。 
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